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岡本太郎の日本文化論―前衛芸術論から沖縄文化論への展開 
2018年 1月 
奈良女子大学大学院人間文化研究科 
博士後期課程比較文化学専攻 
志賀 祐紀 
 
 岡本太郎は、敗戦後の日本において、前衛芸術家として作品制作や発表を行うと同時に、前衛芸術論を
積極的に主張し、多くの人々の関心を集めた。そして、１９５０年代に入ると、日本の「過去」のモノや
日本の「地方」に着目した論考を次々と発表するなど、独自の日本文化論を展開するようになる。 
 なぜ、前衛芸術家である岡本が日本文化論を主張したのか。そして、日本の「過去」のモノから日本の
「地方」へと視点を移すなど、彼の日本文化論は次第に展開を見せて行くが、彼は何を追究し、戦後の日
本に対し何を訴えようとしたのか。 
 以上のような問題意識から、岡本が戦後に活動を再開した頃に主に主張していた前衛芸術論から沖縄
文化論に至るまで、その展開の過程を追いながら考察した。 
第一章では、岡本の前衛芸術論に着目した。岡本は２０世紀の西洋で生まれた前衛芸術は戦後の日本に
ふさわしい芸術であるとして主張を展開した。そして、前衛芸術は日本では理解されていないと言い、そ
の原因は日本画壇の既成勢力にあると糾弾し、彼らを打破して前衛芸術を日本でも主流として、世界的
地位を獲得すべきと訴えた。また、岡本は「前衛」が主流である矛盾を理解し、世界では既に主流である
前衛芸術を日本では未だ理解されていないと言い、独自の定義で日本に限定して「前衛」として成り立た
せようとしていた。ところが、当時の岡本と前衛芸術に対する評価を見てみると、実際は、当時の日本に
おいても前衛芸術は既に理解されており、彼自身も多くの人々の注目と期待を集めていた。それにもか
かわらず、岡本は日本では前衛芸術は理解されていないと言い続けている。それは、岡本が真の「前衛」
であることに対して強いこだわりを持ち、前衛芸術を日本で「前衛」として成り立たせるためには、その
ように主張し続けなければならなかったのである。 
第二章では、１９５０（昭和２５）年に、岡本が尾形光琳の作品に注目して発表した「光琳論」につい
て検証した。光琳の作品から岡本は、既存の「日本美」とは全く異なる美を見出している。さらに、光琳
の美は徹底的に論理的で非情であり、世界性を持つと言い、戦後の日本にふさわしい芸術であると言及
している。そして、既存の専門知識や固定的な従来の鑑賞方法に捉われずに直観し、その価値を新たに捉
えなおして戦後の日本において生かすべきと主張している。また、岡本は光琳の作品に前衛芸術的なも
のを見出している。そうすることにより、日本の「過去」に前衛芸術的なものが存在していたとし、彼が
日本で推進する前衛芸術がけして西欧の芸術の模倣や追従ではないと位置づけ、日本に由来のある前衛
芸術論として主張することを可能としたのである。 
第三章では、１９５２（昭和２７）年に、岡本が発表した「四次元との対話 縄文土器論」について考
察した。岡本は縄文土器から様々な発見を果たしている。例えば、日本人の誰にも「日本の伝統」とは思
われていないほど既存の「日本の伝統」像とは全く異なるもの（縄文土器）が日本の「過去」に存在して
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いたこと、世界の美術史を通じても他に見たことがないほど「とてつもない美学」を持ち、西欧の前衛芸
術よりも優れた芸術（縄文土器）が存在していたことを発見している。さらに、単なる実用を目的とした
道具でも芸術のため芸術でもなく、人々の生活を支える重要な役割を果たすために創造された芸術（縄
文土器）が日本の「過去」に存在していたことをも見出している。そして、縄文土器を新たに「伝統」と
して捉えることにより、既存の「日本の伝統」像とは全く異なる新しい「日本の伝統」像を構築する可能
性を示し、さらに、世界の美術史を通じても他に見たことがないほど「とてつもない美学」を持ち、西欧
の前衛芸術よりも優れた芸術、つまり世界において「前衛」となりうる芸術を創造する可能性をも示した
のである。 
第四章では、『日本再発見―芸術風土記―』（１９５８年）において、岡本が展開した日本の「地方」に
着目した日本文化論について検討した。岡本は「地方」で既存の「日本文化」像とは全く反対の「過去」
の日本人が持っていた美意識を発見し、それらを本来の「日本の伝統」とすべきものと言及している。ま
た、それらの発見により、新たな「日本文化」の系譜をも発見している。そして、本来の「日本の伝統」
とすべきものが現存するとして日本の「現在」を、新たな「日本文化」の系譜が存在するとして日本の「過
去」を肯定しうるものとして位置付けている。さらに、日本の様々な「地方」に存在する様々な本来の「日
本の伝統」とすべきものを新たに「伝統」として捉えて芸術や文化を創造することにより、日本が世界に
おける「前衛」になりうると主張し、日本の「未来」を可能性と希望あるものとして示している。同時に、
様々な「地方」に様々な本来の「日本の伝統」とすべきものが存在する日本は可能性豊かな地であること
をも示している。 
第五章では、『忘れられた日本〈沖縄文化論〉』（１９６１年）において、岡本が論じた「沖縄文化
論」について考察した。沖縄では、「何もない」という独自の視点から、「生活の必然」から生みださ
れたモノの美を発見し、そのような美こそが本来の「日本文化」の原形であるとしている。さらに、そ
の土台である「初源的な感動」をも発見し、それらは西洋や東洋文化、「近代」的な文化、さらには既
存の「日本文化」像と両極に立ちうるものであるとしている。そして、本来の「日本文化」の原形やそ
の土台である「初源的な感動」を捉えて、西洋や東洋文化、「近代」的な文化、さらには既存の「日本
文化」像とも両極に立ちうる、或いはそれ以上の全く新しい日本独自の文化、つまり日本が世界におけ
る真の「前衛」となる文化を創造すべきと主張している。 
終章では、第一章から第五章において考察した日本文化論の展開を整理し、改めて考察を行った。そし
て、岡本の日本文化論の目的については、戦後の日本において、既存の「日本の伝統」や「日本文化」像
を否定しながらも、日本の「過去」にそれらとは全く異なる本来の「日本の伝統」や「日本文化」とすべ
きものを発見し、それらを新しい「日本の伝統」、「日本文化」として捉えることにより、日本が世界にお
ける「前衛」となる芸術や文化を創造する可能性を追求し、主張することだったと言及した。 
